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－東北マリンサイエンス拠点形成事業（海洋生態系の調査研究）の活動－
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1 May 2011

女川町立病院（当時）

マリンパル女川

女川港

撮影：木島明博
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1 May 2011

浮遊する破壊された養殖施設

撮影：木島明博
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岩手

宮城

福島

北海道

ロシア
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東京大学

大槌
大槌

女川

岩手大学（2011-2015）
東京海洋大学（2011-2013）

北里大学(2011-2015)
東京海洋大学（2016-2020）

東海大学（2011-2020)

東北マリンサイエンス拠点形成事業 海洋生態系の調査研究
（Tohoku Ecosystem-Associated Marine Science: TEAMS)

東京大学（副代表機関）大気海洋研究所

課題２：海洋生態系変動メカニズムの解明

海洋研究開発機構（副代表機関）

課題３：沖合海底生態系の変動メカニズムの解明

課題４：東北マリンサイエンス拠点デー
タ共有・公開機能の整備運用

東北大学（代表機関）

課題1：漁場環境の変化プロセスの解明
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TEAMSの組織編制（第Ⅰ期と第Ⅱ期）

集中復興期間 復興・創生期間
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東京大学
大気海洋研

東北大学
海洋研究
開発機構

全体 会議
幹事会

原素之・伊藤絹子・青木優和
永田俊・兵藤晋・伊藤幸彦
園田朗・石川洋一・北里洋

代表者会議
木島明博・永田俊・藤倉克則

広報委員会

海洋環境・生物モニタリング
調査委員会海洋生態系モデル構築委員会

データマネジメント委員会

漁場環境モニタリング調査の継続 （海洋環境・生物モニタリング委員会)

海洋生態系モデルの構築 （海洋生態系モデル構築委員会）

TEAMSデータベースの充実と展開 （データマネジメント委員会)

三陸沿岸域における漁業復興支援 （漁業復興支援委員会）

TEAMS活動成果の広報と人材育成支援 (広報委員会)

漁業復興支援委員会

平成28年度以降のTEAMS実施体制
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平成28年度-平成32年度におけるTEAMS調査研究の概要

課題１：漁場環境の変化
プロセスの解明
（東北大学）

I. 被災海域におけ
る漁業復興支援

課題２：海洋生態系変動
メカニズムの解明
（東大大気海洋研）

課題３：沖合海底生態系の
変動メカニズムの解明
（海洋研究開発機構）

課題４. TEAMSデータ共有・
公開機能の整備・運用
（全体：海洋研究開発機構）

IV. データベースの
充実と展開

V. 活動成果の広報
と人材育成支援

女川湾における生態
系モニタリング調査と
他課題への水産に関
するノウハウの供給

大槌湾における生
態系モニタリング調
査と他課題への環
境計測ノウハウ供給

女川湾沖・大槌湾沖
における生態系モニ
タリング調査と他課
題への環境計測ノウ
ハウ供給

モニタリング調査デー
タのアーカイブ

女川湾におけるハビ
タットマップの作成と漁
業生産を中心とした生
態系モデルの構築、
漁業生産ノウハウの
供給

女川湾・志津川湾等の宮

城県沿岸における科学的
知見に基づく漁業復興支
援とそのノウハウの共有

各課題における調査研究データの供給

①漁業者・漁業関連団体・自治体に対する調査研究報告会 ・説明会およびニーズ等の協議、
②関係省庁対象の成果報告シンポジウム、③一般市民・学生等対象のシンポジウム および講演会、
④メディア対応、⑤人文社会科学系との連携、⑥国内外学会発表、⑦科学論文等公表、
⑧公式HP,各機関HPの充実と広報、⑨国際会議における成果報告および国外での講演会、
⑩国際プロジェクトとの連携、⑪その他の広報

大槌湾における生
態系モデルの構築
と他課題への物理
モデル構築のノウハ
ウ供給

女川湾沖・大槌湾沖
における生態系モデ
ルの構築と他課題へ
の生態モデル構築の
ノウハウ供給

生態系モデル構築へ
のデータ収集とその
データの提供

岩手県の主要湾におけ
る科学的知見に基づく

漁業復興支援とそのノ
ウハウの共有

化学物質汚染状況の把

握や魚病対策等の漁業
復興支援とそのノウハウ
の共有

自治体・漁業者への
情報提供に向けた
データ加工

データベース整備・
運用

（漁業復興支援委員会）

II. 漁場環境モニタ
リング調査の実施

（海洋環境・生物
モニタリング委員会）

III. 海洋生態系
モデルの構築

（海洋生態系モデル
構築委員会）

（ﾃﾞｰﾀﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会）

（広報委員会）
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Miyako B 宮古湾

IWATE Pref.
岩手県

Miyagi Pref.
宮城県

Yamada B. 山田湾

Noda B.野田湾

Funakoshi B. 船越湾

Otsuchi B. 大槌湾

Kamaishi B.釜石湾

Toni B. 唐丹湾

Ofunato B. 大船渡湾

Okirai B. 越喜来湾

Hirota B. 広田湾

Shidugawa B 志津川湾

Kesen-numa B. 気仙沼湾

Oppa B.追波湾

Nagatsura-Ura
長面浦

Ogatsu B. 雄勝湾

Onagawa B. 女川湾
Onmae B. 前湾

Samnenoura B. 鮫浦湾

Mangokuura
万石浦

Sendai B. 
仙台湾

Natori R. 
名取川

山元町 Ymamamoto

Gamo
蒲生干潟

Ishinomaki B. 
石巻湾

Matsushima
松島湾

図7 宮城県と岩手県沿岸における調査対象地域。右上：大槌湾周辺拡大図、右下：女川湾周辺拡大図

142˚00’E 142˚10’E

39˚15’N

39˚25’N

38˚20’N

38˚30’N

141˚30’E 141˚40’E

JAMSTEC 笠谷貴史博士提供

JAMSTEC 笠谷貴史博士提供

女川湾

鮫浦湾

雄勝湾

大槌湾

釜石湾

船越湾

山田湾
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Many sensors are introduced into Otsuchi Bay 

海水温モニタリング

栄養塩類

流向流速

垂直方向
観測ブイ

波浪モニタリング
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Detailed bottom topographic map

before TEAMS in the middle of TEAMS
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Marine debris mainly distributes along coast

Wood：house, forest

House debris

others：plastics and metals

Debris Analyses: Field data are provided
from fishermen’s activities of Miyagi Prefecture 

Debris from fishing field（Kesen-numa, Miyagi）FAJ HP
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Before GEJE Just after GEJE

2year 
after GEJE

4 year
after GEJE
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The present condition of the rubble residual fishery of the 
southern Sendai bay

Broken Fishing gear for Surf clam

Rubble

Sendai Bay

Yamamoto Town

Fishing
ground

Map of the distribution of rubble
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Illustration of specific water resistance camera （TACOpi）

Get data with a water 
resistant camera and 
water thermometer. 

observation and analyse
for action and ecology 
of an octopus. 
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Distribution presumption of a common oyster, and future change prediction 

Sendai

Chiba

Present
２０２０

Future
２０５０

Minimum water 
temperature

Turbidity Index
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23 March 2015

What is 
TEAMS

東日本大震災と沿岸漁業の復興－沿岸環境
と生態系に与えた影響と漁業復興の例－
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TEAMSデータベースの構築と展開

‘11 ‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ’16 ‘17    ‘18 ‘19 ‘20  

シンポジウム・講演会

生態系研究手法
の国際発信

被
災
海
域
漁
業
復
興
新
生
方
策
の
策
定

増養殖
技術

女川湾

仙台湾・
志津川
湾等

越喜来
調査

震
災
発
生
直
後
の

緊
急
調
査

東
北
大
学

東
京
大
学
大
海
研

海
洋
研
究
開
発
機
構

生態系保全調査

漁業生物等調査

水産増養殖技術開発

岩手南部漁場環境
モニタリング調査

漁場環境
モニタリング調査

総括班

陸からの化学物質動態解明

河川水混合拡散のモデル

物理過程と生態系の統合モデル

陸由来環境汚染物質の流入実態

沿岸域の物質循環プロセス

生態系攪乱と回復過程の把握

モニタリング/分析システム構築

ガレキ・地形・生物分布
調査モニタリング

環境観測
モニタリング分析

データポリシー
策定・概念設計 ＴＥＡＭＳデータ共有・公開システムの運用

データ共有システム・データ
公開システムの整備

システム構築

国内・国際広報活動と展開
アウトリーチによる漁業復興人材・新たな漁業展開人材の育成

国際 国内外

海
洋
生
態
系
擾
乱
調
査
に
よ
る
状
態
の
把
握

応用的機能の整備（解析支援・可視化機能等）

沿岸域の活性
化と地方創生

海洋価値の
科学的根拠提供

世界的大規模災
害復興情報提供

漁業水産業の
復興・新生

科学立国・海洋国
日本の復活・発信

国内

FY

被災した東北地方
太平洋沿岸域におけ
る漁業復興支援
（具体的事例を提示）

事業の展開

2020年における
東北復興発信

海洋生物資源管
理方策基盤

統
合
的
海
洋
生
態
系
管
理
シ
ス
テ
ム
の
提
築

国内外 国内外 国内外 国内外 国際ｲﾍﾞﾝﾄ

北三陸沿岸-沖合海域

（大槌海域）

物質循環を中心とした

海洋生態系モデル構築

南三陸沿岸-沖合海域

（女川海域）

漁業生産を中心とした

海洋生態系モデル構築

持
続
的
漁
業
生
産
シ
ス
テ
ム
の
提
築
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http://www.jamstec.go.jp/i-teams/

http://www.jamstec.go.jp/i-
teams/j/teams-pub/index.html
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Click

Download
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2

－東北マリンサイエンス拠点形成事業
（海洋生態系の調査研究）の活動－

ご清聴ありがとうございました。

http://www.jamstec.go.jp/iteams/e/index.html
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http://www.jamstec.go.jp/i-teams/e/index.html



